
令和 4 年 11 月 7 日発行 

京都府丹後保健所 保健課 

（丹後地域包括ｹｱ推進ﾈｯﾄ） 

 

１ アルツハイマー月間における啓発活動について 

9 月はアルツハイマー月間、21 日は世界アルツハイマーデーということで、各地で啓発活動が行われま

した。 

その中から抜粋して紹介します。 

まず、各市町では役場(役所)や図書館で関連書籍の紹介やリーフレット、啓発グッズの提示・配布をされ

ました。 

また、昨年に引き続き、今年もライトアップが天橋立で実施される等、各種イベントでオレンジロードつ

なげ隊員協力の下、多くの府民に対して啓発を行うことが出来ました。 

さらに、今年は初めての試みとして写真展を開催しました。若年性認知症と診断された「下坂厚さん」が

撮影された写真とコメントを京都府こころのケアセンターから借り受け、つなげ隊員の所属される「弥栄

ゆう薬局」で展示させていただきました。写真の貸出は府内全域、さらには府外でも行われており、今話

題の写真展となっています。9 月のアルツハイマー月間には府内各地で順次開催され、丹後地域では 9 月

29 日～10 月 5 日の期間で開催されました。その期間中に府民向けにサポーター養成講座も開催され、多

くの方に受講いただきました。 

写真展を開催した隊員からは「多くの方の協力の下、地域に繋がったイベントを実施することができた。

写真とコメントに心を打たれている方が多かった印象で、薬局の中で開催されている様子を新鮮に感じて

頂いている方も多かった。」とコメントを頂戴しました。 

また、全く予定をしていなかったのですが、開催期間中に下坂さんご本人が来店され、写真に対する思い

など、色々な話を聞かせていただけたようです！ 

今後も大小に関わらず、つなげ隊の活動として様々な啓発をしたいと思われている方は保健所まで御相談

下さい。一緒に考えましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


